
 

学校関係者評価報告（平成２８年度） 

平成２８年度の学校評価委員会を開催し、「青山建築デザイン・医療事務専門学校の自己点検・自 

己評価」をもとに、学校関係者による評価を以下の通り実施した。 

 

学校関係者評価委員会開催日：平成２９年７月２９日（土） 

 

学校関係者評価委員： 

１．井野 雄介 医療法人社団親寿会 池永クリニック事務長 

２．鈴木 真衣 診療情報管理士専攻科 平成２６年度卒業 市立札幌病院勤務  

３．林 公子  医療事務学科１年生・診療情報管理士専攻科平成２６年度卒業生 保護者  

青山建築デザイン・医療事務専門学校        

齋藤校長、林副校長、高林学生部部長、大野教務部部長、加藤広報部次長、武川科長 

 

 

 

 

 

 



平成２８年度 自己点検・自己評価・学校関係者評価             青

山建築デザイン・医療事務専門学校 

（１） 教育理念・目標 自己点検・評価 

１）学校の理念・目的・育成人材像は定められているか。 

 

本校は、学校教育法第８２条の２に基づく専修学校として、本校設置課程の

工業分野では、建築の設計・製図・デザイン・ＣＡＤ、商業実務分野では、医療

事務・診療情報管理の専門知識・技術を習得させ、自主的精神に充ちた学生

の育成を目的とする。 

【点検評価】 

 

教育方針・教育目標に添っ

て、専門教育の充実・生活指

導・資格取得に対する指導・

就職指導を行っている。平成

28年度は、就職率１００％・退

学率２．８％と良い結果が出

た。 

２）分野ごとの教育目標・経営方針は明確になっているか。 

 

１ 工業分野 

教育目標は、技術者であるとともに、常識ある社会人を育成する。産業

界において即戦力となる技術者を育成する。国際性豊かな幅広い知識を

もった技術者を育成する。 

 

  経営方針（教育活動） 

    産業界の動向を注視し、技術の進歩に応じて指導内容を見直し、

基礎基本の精選を行い、カリキュラムの改善を図る。多様化した学生の

一人ひとりの個性と能力に心を配り、即対応できるよう常に教員は、指導

方法を工夫、改善し即戦力として企業のニーズに即応できる自立心とマ

ナー教育の徹底、社会から信頼される質の高い技術者を育成する。ＣＡ

Ｄ、３Ｄ、ＣＧ等の技術については専門学科ごとに指導の充実を図る。  

建築施工管理技術検定、建築ＣＡＤ試験、福祉住環境コーディネータ

ー、インテリアコーデイネーターの資格試験等の級取得を目指す。建築

研究科はその実績を踏まえ、二級建築士の資格取得と専門知識、技術

の収得を図る。 

 

２ 商業実務分野（医療事務系） 

教育目標は、幅広く豊かな教養を身につけ、心豊かな人間性を持った

社会人を育成する。医療に携わる者としての目的意識、他人の心の痛み

がわかる人、モラルやマナーなど常識豊かな社会人を育成する。教員自

身、接遇教育、コミユニケーション能力、ビジネスマナー等の指導能力を

しっかり身につけ自らの人間性を高める。情報収集を常に行い、医療シス

テム、管理システムの高度な専門知識を兼ね備えたスペシャリストを育成

する。 

【点検評価】 

 

知識を身につけ資格を取

得し、自分が思う職場へ就職

をするという教育目標を経営

方針に基づき運営されてい

る。特に常識的なマナー教育

に力を入れカリキュラムの中

に取り込む。 

学生の能力のばらつきが多く

教員・講師に授業や生活指

導の工夫をお願いしている。 

平成２８年度の全校の出席率

は、９５．８％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



経営方針（教育活動） 

高齢化社会にともない医療、施設、医療スタッフの厳しく選別される

時代に入った、今迄以上に知識、技術そして気遣い、心くばり、優し

さ、いたわりの心を持った、信頼される人格を兼ね備えた質の高い医

療従事者が求められている。本校が今迄に培ってきたコンピュータの

専門的な技術やノウハウを最大限に生かし、患者と医療スタッフの架

け橋となる医療秘書、医療事務のエキスパートを育成、又病院の経営

管理から医療データの情報管理のスペシャリストを育成する。医療秘

書技能検定、診療報酬請求事務能力検定、医事コンピュータ技能検

定、医師事務作業補助認定試験(ドクターズクラーク),診療情報管理士

の資格取得を目指す。 

 

３）社会のニーズ等踏まえた学校の将来構想を抱いているか。 

 

社会のニーズに対応するカリキュラムの改善とともに、学生の学習意欲を持

続させるため、常にカリキュラムを見直し、必要な改善を行う。 

【点検評価】 

 

社会のニーズに合わせ、教

務部会や各学科の学科会・

教育課程編成委員会等の意

見を取り入れ、カリキュラム編

成を行っている。 

 

 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： 年に２回実施する会議（新年度連絡会（４月実施）・教務部会（９月実施））で、教職員や非常勤講が 

学校の理念に基づいて意見を出し合っている。教員・講師は学生１人１人の意識の違いがあるた

め、それぞれ工夫し、授業の進め方や生活指導を行っている。 

       昨年度の退学者は２．８%で、全国平均５％より下回り、よい結果となっている。 

 

委員  ： 就職率は、建築系・医療系共に１００％なのか？ 

 

学校  ： そうである。 

 

 

 



 

（２）  学校運営 自己点検・評価 

１）事業計画に沿った運営方針が策定されているか。 

 

  運営方針、事業計画内容を新年度が始まる前に作成し、評議員会に諮っ

た上、理事会に上程し年度予算、資金計画と併せ承認を受ける。 

  各部、各学科は、この年度事業計画を踏まえて年度計画を定め、理事長、

校長の承認を受けて業務を遂行する。  

 

【点検評価】 

 

毎年理事会・評議員会の承

認を受け、計画を実行してい

る。平成２８年度は、入学生数

は、定員に満たなかったが、

目標とした数の入学生となっ

た。職業訓練は、予定してい

た３クラスの訓練を行うことが

出来た。 

事業計画の中で、費用の大

きかった煙突内アスベスト改

修工事を終わらせることが出

来た。 

２）運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、

また、有効に機能しているか。 

 

  学校法人の運営方針は理事会・評議員会に諮り理事長が決定する。また

学校の運営方針は校長を中心とした校務運営会議で検討し、校長が決定す

る。その内容は教職員会議に諮り、速やかに告知している。 

【点検評価】 

 

運営組織としては現在の運

営組織でスムーズに機能して

いる。教職員からの要望は各

部の部長を通し、起案書等で

提出し決定する。議題によっ

ては、教職員会議で再度検討

し校長が決定する。 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： 入学した学生は、全員卒業するように指導し、学生のために、心を一つにして尽くし、 

良い所に就職させることが大切である。 

 

委員  ： 入学者で社会人経験者はいるか？ 

 

学校  ： 年々少なくなってきている。 

       社会人経験者がクラスにいると、授業に取り組む姿勢が良いので、クラスの雰囲気が良くなる。 

 

 

 



（３）  教育活動 自己点検・評価 

１）学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか。 

 

１年次では基礎知識を体系的に学習できるようにカリキュラムを設定してあ

り、２年次においては専門知識を更に充実するように組んでいる。診療情報管

理士専攻科や建築研究科の３年目の学科は、目標資格が取得できるようにカ

リキュラムを組んでいる。 

 

【点検評価】 

 

基礎教科と応用教科の実

施時期と、資格取得時期を考

慮し、教科の実施時期などを

各学科会で話し合い検討し、

校長が決定している。医療系

学科では「教育課程編成委員

会」を開催し、教科編成の見

直しを行っている。 

２）成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。 

 

成績の評価は、定期試験の点数や実技科目の作品を中心に出席状況や

作品、レポート、小テスト等平素の成績を総合的に判断して教科担当者が決

定している。また、定期試験で合格点に満たない時は、中間試験では授業中

にテストの解答をし、翌週に再試験。期末試験では補講を行い、その後再試

験を実施している。進級・卒業は教務規定にある基準を満たすことが必要であ

り、年２回の成績会議で決定する。 

【点検評価】 

 

評価は教務規定にある基

準通りの評価で判定してい

る。平成２８年度は、不合格教

科が基準に満たなかった学生

が２年生で１名おり退学した。 

３）授業評価の実施・評価体制はあるか。 

 

授業評価は、前期終了前に学生による授業評価（無記名のアンケート）を

実施し，その評価内容を各担当教員に知らせ、授業改善に役立てている。 

【点検評価】 

 

担当教員は授業改善に役

立てている。 

４）資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中で体系的な位置づ

けはあるか。 

 

各種資格取得に必要な学習を授業に組み入れてあるが、資格試験の学習

が授業で行われない学科では、金曜日の午後の「自主研修」の時間に行って

いる。  

【点検評価】 

 

授業中に資格試験の対策

を入れている。自主研修で

は、検定試験対策の為の講座

を開設し学習の仕方や過去

問を中心に講義を行ってい

る。さらに合格率を上げるよう

工夫が必要である。 

【委員会の意見等】 
 
学校  ： 建築系は２級建築士のカリキュラムがあり、また医療系では診療情報管理士のカリキュラムが 
       あることで縛りもあるが、それ以外は教科編成会議等でその時代のニーズにあった授業をとり 
       入れている。また、授業内で学習しきれないことは、自主研修を利用し対策を行っている。 
委員  ： （保護者委員から）子供が通常の授業で学びきれないことは、自主研修を利用していた。とても良い

と思う。 
       （卒業生委員から）自分も学生時代は、自主研修を利用し、試験等の対策を行っていた。 



 

（４）  学修成果関係 自己点検・評価 

１）退学率の低減が図られているか。 

 

退学を減らすために担任は遅刻・欠席の多い学生とこまめに連絡を取り

また、保護者に連絡し家族の協力をえている。欠席が多くなった時は教務部

長が個人面談をし、さらに多くなった時は校長が面談をして、できるだけ退学

者を出さないように指導している。 

 

【点検評価】 

 

平成２８年度の退学率は、２．８パー

セントであり、昨年度よりも少数であっ

た。退学の原因は入学前のイメージと

の違い本人の適性などで、成績不振

や欠席日数が多くなったためであっ

た。 

２）資格取得率の向上の指導について 

 

在学中に受験可能な資格取得について、積極的に挑戦することを進めて

おり、そのために授業内や自主研修時での試験対策など、支援体制を整え

ている。            

【点検評価】 

 

平成２８年度の建築研究科の２級

建築士の合格率は、７０％（全国平均

２５．４パーセント）、診療情報管理士

の合格率は９２．３％（全国平均４４．

５％）であった。 

３）就職率の向上が図られているか。 

 

就職活動において個人面談を中心に個々の適性を重視し適切なアドバイ

スを行い、企業とのミスマッチを無くし、適所に就職させるべく指導を行ってい

る。 

学校内の体制は、「学生部」を設け企業からの求人受付、求人開拓を行

い、「学生に対する情報提供」「応募書類の指導」「面接の練習」等を実施して

いる。 

「面接試験」の重要性という観点から、学生個人に対し就職試験前に模擬

面接の指導も行っている。授業としては「就職支援講座」を取り入れ、自己分

析、履歴書の書き方、面接での準備とマナー等、就職活動に役立てるよう配

慮している。 

【点検評価】 

 

平成２８年度の卒業生の就職状況

（卒業時）は、２年課程の建築系学科

は１００％、医療事務学科も１００％であ

った。診療情報管理士専攻科は９２%

（4月には 100％）、建築研究科は１０

０％であった。就職支援方法などが適

切であった。今後も学生の就職に対す

る意識や意欲が高まる指導を継続した

い。 

 

【委員会の意見等】 

 

学校   ：  欠席日数が５日を過ぎると担任が保護者に連絡を入れたり、１０日以上で教務面談を実施し、 

進級・卒業できるよう指導している。諦めずに最後の最後まで学生と話をしているので、 

         退学者２．８％に押さえられたと思う。 

 

委員   ：  （保護者委員から）就職率は健闘しているが、診療情報管理士としての就職はあるのか？ 

 

学校   ：  ある。学生によっては就職にこだわりがあるため、診療情報管理士の資格を取得しても 

         医療事務を希望する学生もいる。 

 



 

（５）  学生支援 自己点検・評価 

１）進路・就職に関する支援体制は整備されているか。 

 

「就職支援講座」を通して 1年生の１０月に履歴書の書き方。２年生の４月に

就職活動の心構えと面接試験の要点などの授業を実施。 また学校行事とし

て、１年生の２月に「就職セミナー」、２年次の４月に「就職ガイダンス」「履歴書

用写真撮影」を実施。 

3月より随時求人票の掲示、合同企業説明会等の案内、企業説明会等の就

職イベントのポスター掲示・チラシ配布等の案内。企業（病院）訪問・求人票発

送による求人依頼・企業（病院）開拓。就職用学校案内と求人依頼を建築系は

３月、医療事務系は６月に（建築系９００・医療系７００程度）に発送。実績企業

（病院）を中心に随時、訪問実施。 

【点検評価】 

 

企業や病院での仕事内容や勤務

形態、また学生の就職意識など就職

課と各学科担任が連携して個別で

指導して行く他、授業内でも意識付

けられるように学校全体で取り組ん

で行きたい 

２）学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。 

 

日本学生支援機構奨学金、札幌市奨学生、交通遺児育英会奨学生オリエ

ントコーポレーション学費サポート等の案内及び手続きを実施。また、本校独自

の経済支援として入学段階で、「家族優遇」「母子（父子）世帯優遇」などを実

施し、経済状態が厳しい学生のための受入れ制度を作っている。 

また、学費の滞納者には連絡を取り、奨学金の紹介や学費の分割の相談を

受けている。 

【点検評価】 

 

高校在学中に日本学生支援機構

奨学生制度の予約採用を利用して

いる学生が多く、本校の奨学金採用

枠で、奨学金希望者全員の採用が

出来た。 

３）保護者と適切に連携しているか 

 

学校と保護者との意思の疎通を図ることを目的として、毎年７月の第 2日曜

日に「保護者懇談会」を開催している。学生の保護者を対象に、学校の方針・

実績の報告、学生個人の日常行動・就学状況を説明し理解を深めてもらう。ま

た日常の就学に問題のある学生は、必要に応じてクラス担任より保護者に連絡

し、就学状況の改善をうながしている。1年生は前期終了・後期終了時、2年生

は前期終了時に就学状況表を保護者に送り、学校での状況を知らせる。 

また、遅刻欠席の多い学生に対しては、担任から保護者に連絡し退学にな

らないように早期に手を打っている。 

【点検評価】 

 

平成２８年度の保護者懇談会は７

月１０日実施する。５６組６７名の保

護者が参加。全体会・個別面談など

で就学状況等の説明をする。また、

就学状況表で、学校生活の様子を

知らせている。 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： 学生の６０％が日本学生支援機構の奨学金を利用している。今年度から給付型が出来たが、 

条件が難しい。 

委員  ： （企業委員から）最近の応募者はＰＣ入力の履歴書が多い。よくあることなのか？ 

学校  ： 学生は手書きである。特に、事務職は手書きが重要であると思う。 

       昔はＰＣでの履歴書作成はＰＣが操作できるという証になるため、利用していたときもあったが、 

       現在は、ＰＣ操作が当たり前になっている。 



（６）  教育環境 自己点検・評価 

１）施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されて

いるか 

 

教育上必要な施設・設備は整備されているが、さらにプロジェクターを設

置している教室が、８教室。A２サイズの製図版が使える教室が４教室にな

った。 

 

【点検評価】 

 

プロジェクターを設置した教室

が増え視覚教育への対応が進んだ。 

平成２９年には、１号館コンピュータ

室に、新しいコンピュータを入れる予

定。 

２）学校内の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等につて十

分な教育体制を整備しているか。 

 

フインランドの歴史的建築や北欧のデザインを見学する研修を計画し、

参加希望者を募集した。 

夏季休暇中の建築系学生のインターンシップに行く学生を募集した。 

 

【点検評価】 

 

海外研修旅行は、希望者１０名で

実施するが、１０名集まらなかったため

中止。また、インターンシップも希望者

がいなかったため実施されなかった。 

３）防災に対する体制は整備されているか 

 

自衛消防隊を編成し指揮、通報、避難誘導の役割分担を行っている。ま

た、毎年９月に全校学生に対し避難訓練を実施している。学校設備に関し

ては、電気設備・EVの点検を毎月、消防設備の点検を年２回、特殊建築物

の点検を年１回実施している。 

【点検評価】 

 

法定点検を実施して、災害に遭わ

ないようにする。また、災害の際には、

消防署等に通報すると共に避難訓練

で実施しているように学生を、適切に

避難場所に誘導する。平成２８年度

は、訓練の日が雨のため、校内放送

で避難方法や避難場所の説明をす

る。 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： プロジェクターを使用すると、ノートに書かない学生が増え、またコピー枚数が多くなって 

しまうが、上手に利用して欲しい。 

      今年度は、海外研修を実施することが出来そうである。 

 

委員  ： 特になし 

 

 

委員  ： やはり手書きの履歴書の方が、受け取り側としては気持ちが伝わる。 

 



 

（７）  学生の受入れ募集 自己点検・評価 

１）中学校・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取り組み

は行っているか。 

 

中学校においては、「次世代人材職業体験推進事業」「総合的な学習の

時間」における体験実習生を受け入れている。高等学校には、「進路相談

会」「ガイダンス」「出前授業」などを実施し、校内では「体験入学」を実施し

本校の授業内容・取得資格・就職実績などを説明している。 

 

【点検評価】 

 

中学生の受け入れについては毎年

要請数が増え、受け入れする体制づ

くりを考えていく必要がある。高校で

は、広報部職員が中心になり、相談

会・ガイダンス・出前授業を行い、本校

の情報を提供している。 

２）学生募集活動は適正に行われているか 

 

ホームページでの学校紹介をはじめ、全道各地で開催している進学相

談会に参加。また高校内での模擬授業、職業説明・分野説明や校内ガイダ

ンスなどに積極的に参画をしている。また、体験入学を年間で２８回開催

し、その内９回全道各地より無料バスを運行した。体験入学の告知ＤＭを作

成し毎月、進学相談会などに参加した学生に発送した。本校認知度の向

上、本校ポスターの高校内掲示、体験入学告知と高校独自開催出前授業

を依頼されるため全道各地の高校訪問を行った。 

【点検評価】 

 

２年課程学科の新入生は平成 29

年度入学生 111名、前年度 99名で

13名のプラスとなった。分野別で建築

系が増加、医事系が減少している。医

事系においては高校訪問や出前授

業などを通して体験入学数を増やし

体験内容もより興味を引く内容に変更

し入学率の歩留まり向上を目指してい

く 

３）学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

 

ホームページ上や、学校案内やリーフレット、学校ポスターなど作成し就

職率、各資格取得率などの実績を公開している。また就職内定報告書、２

級建築士合格者・診療情報管理士合格者についても卒業高校へ報告して

いる。各学生の取得資格や出席状況などの資料を作成し高校訪問時に詳

しい説明をした。在校生近況報告書を作成し、持参または郵送した。 

【点検評価】 

 

在校生近況報告書は非常に高校

の先生から喜ばれ、高校内で掲示し

てくれるため、本校を高校生に知って

もらう上でも有効なものだが例年、高

校によっては配布が遅れてしまってい

るため、極力持参し難しい地域は発

送に切り替えていきたい。 



 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： 近年の少子化、高校生の求人数の増加により、専門学校の進学者が減ってきているため、 

      専門学校も厳しくなってきている。 

      中学生の体験実習の受け入れは年々増加している。 

委員  ： （保護者委員）子供も中学の体験学習に参加したのがきっかけで入学した。 

学校  ： 中学生のときに参加した学生の入学が増えてきているので、今後もどんどん実施したい。 

（８）  財務 自己点検・評価 

１）予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

  学校は予算作成時に収入の見込みが立つため、収入、支出のバランス

を考慮し予算を作成する。事業報告、事業計画は理事会で承認を受ける。 

【点検評価】 

 

総収入における１番の財源が学生

の納金収入であり、入学生、在校生

数に大きく左右されるが、平成２８年

度は、比較的収支のバランスが良か

った。 

２）財務について会計監査が適正に行われているか 

 

５月初旬に決算書が出来た時点で監事へ報告し、会計監査を実施。決

算内容をチェック後、監査報告書に署名捺印をもらい、理事会・評議員会

で報告している。 

【点検評価】 

 

監事２名が来校し帳簿・計算書・預

金通帳など点検し、適正に会計監査

が行われている事を確認している。平

成２８年度の会計監査は平成２９年５

月１０日に実施し、違反する事実のな

いことを確認した。 

３）財務情報の公開について 

 

私立学校法に基づき平成１６年に公開体制を整備し、関係者から請求が

あった場合には、閲覧できるように用意をしている。 

【点検評価】 

 

財務情報公開書類を整備し、学校

関係者の閲覧希望があれば公開でき

るよう準備をしている。また、平成２６

年度より前年度の資金収支計算書を

インターネットの HPで公開している。 



 

 

【委員会の意見等】 

 

委員  ： 資金収支計画書は公開しなければならないのか？ 

       

学校  ： 専門学校としても職業実践課程認定校としても、公開が必要である。 

 

 

 

 

 

 

（９）  法令等の尊守 自己点検・評価 

１）法令、専修学校設置基準等の尊守と適正な運営がなされているか。 

 

学校教育法、専修学校設置基準、その他資格や学校運営に関する法令

に添って適正な運営に努める。 

 

【点検評価】 

 

関係役所や機構の各研修会に担

当者が出席し、情報収集を行った。ま

た、北海道学事課からメールで各種

情報が送られてきており、内容を検討

し適正な運営に努めた。 

 

２）個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 

 

学生情報はWindowsサーバーにて集中管理し、管理者が指定した PC

のみにアクセスを許可している。また、常勤教職員には毎年「個人情報特定

シート」の提出を義務付け、個人情報の管理方法等を管理している。 

非常勤講師には、個人情報に関する取り扱の注意を、年度初めの「新年

度連絡会」に配布している。 

【点検評価】 

 

個人情報に関して「プライバシーポ

リシー」を掲げて個人情報保護法を尊

守している。 



 

 

 

（１０）  社会貢献・地域貢献 自己点検・評価 

３）自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 

 

自己点検・自己評価は平成１５年度から行っている。点検項目は、それぞ

れの関係機関による基本項目を元に精査し、本校に合った点検項目を関

係部署が点検し校長が評価している。 

 

 

【点検評価】 

 

平成２５年度までは独自のフォーマ

ットで行ってきたが、平成２６年度から

は、このフォームで行うが点検項目は

検討し、より良いものにして行く。ま

た、「自己点検・自己評価・学校関係

者評価」は、本校の HPで公開してい

る。 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： 毎年、卒業式に卒業生名簿を配布しており、その際に個人情報の取扱いに気をつける 

よう指導しているが、卒業生名簿に関しては管理が難しい。 

 

委員  ： 確かにそうかもしれない。 



１）学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っている

か。 

 

中学生を対象とした次世代人材職業体験推進事業の職業体験講座の受

け入れを積極的に行っている。 

札幌市委託事業の障害者活動支援事業で、施設で製造したパンやお弁

当の販売を学校内で行っている。 

【点検評価】 

 

中学生の職業体験講座の受け入

れは、教室や担当する教員の都合

で、受け入れできないものも多いた

め、今後受け入れ方法考えていかな

くてはいけない。 

パンやお弁当の販売は、１カ月に

１回行っている。 

 

【委員会の意見等】 

 

学校  ： 毎月第１木曜日に障害者施設が製造しているパンやお弁当販売が来ている。 

 

委員  ： 毎年行っている制作発表展は場所もよいため、病院や企業の協賛を依頼できないのか？ 

 

学校  ： 学校にも高校の吹奏楽部等の生徒から定期演奏会の協賛依頼の連絡がある。 

今後、検討したい。 

 


